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は
じ
め
に 

第
二
五
回
定
例
総
会
（
二
〇
二
一
年
六
月
）
に
お
い
て
、

「
漸
進
的
改
組
」
が
決
議
さ
れ
た
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
事
業
計
画
通
り
の
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
改
組
に
向
け
た
取
組
み
が
、
二
〇
二

一
年
度
の
日
本
下
水
文
化
研
究
会
（
以
下
「
文
化
研
」
）

運
営
委
員
会
の
主
要
な
活
動
と
な
っ
た
。 

名
称
変
更
、
目
的
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事

業
の
種
類
、
そ
し
て
会
員
制
度
の
見
直
し
等
を
含
む
大

が
か
り
な
定
款
変
更
を
行
う
に
あ
た
り
、
欠
か
せ
な
い

ス
テ
ッ
プ
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本
稿

で
は
、
そ
の
経
緯
を
記
録
し
残
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
は
、
各
年
度
の
主
要
な
活
動
を
記
録
す
る
と
い
う

機
関
誌
の
役
割
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。 

一
． 

改
組
に
向
け
た
活
動
の
概
要 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
定
款
改
正
に
あ
た
り
、
名
称
（
第
一
条
）、

目
的
（
第
三
条
）、
特
定
非
営
利
活
動
の
種
類
（
第
四
条
）、

事
業
の
種
類
（
第
五
条
）
な
ど
の
重
要
条
項
の
改
正
を
含
む

場
合
は
、
届
け
出
だ
け
で
な
く
、
所
轄
庁
で
あ
る
東
京
都
へ

「
変
更
認
証
」
を
申
請
し
、
認
証
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
際
、
重
要
条
項
の
変
更
を
意
図
す
る
な
ら
ば
、
当
該
年
度

だ
け
で
な
く
、
複
数
年
の
事
業
計
画
を
策
定
し
て
お
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
定
款
変
更
認
証
に
向
け
た
手
順
は
、
概

ね
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。 

① 

新
名
称
、
定
款
改
正
案
な
ら
び
に
新
た
な
設
立
趣

旨
書
の
作
成
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
ま
で
） 

② 
臨
時
総
会
開
催
＝
名
称
変
更
を
含
む
定
款
改
正

案
の
承
認
（
二
〇
二
二
年
一
月
二
二
日
） 

「
日
本
水
循
環
文
化
研
究
協
会
」
へ
の
改
組
の
経
緯 

事
務
局
長 

酒
井 

彰 
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③ 

改
組
後
の
事
業
構
想
の
会
員
へ
の
周
知
・
会
員
拡

充
活
動
（
同
年
三
～
五
月
） 

④ 

定
例
総
会
＝
二
〇
二
二
～
二
三
年
度
の
事
業
計

画
な
ら
び
に
活
動
予
算
の
承
認
（
同
年
六
月
二
四

日
） 

⑤ 

所
轄
庁
で
あ
る
東
京
都
へ
の
「
定
款
変
更
認
証
申

請
書
」
等
の
提
出
（
二
〇
二
二
年
七
月
以
降
） 

 

も
ち
ろ
ん
、
定
款
変
更
の
認
証
と
改
組
は
イ
コ
ー
ル
で

は
な
い
が
、
法
人
格
を
も
っ
た
団
体
と
し
て
、
所
轄
庁
か

ら
認
証
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
的
な
必
要
条
件
で
あ
り
、
こ

れ
を
踏
ま
え
ず
し
て
、
会
員
拡
充
も
事
業
構
想
を
現
実
の

事
業
と
し
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
い
。 

二
． 

名
称
の
議
論 

新
名
称
に
つ
い
て
は
、
運
営
委
員
会
で
何
度
か
議
論

し
た
。「
水
循
環
」
を
含
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
改
組

の
趣
旨
か
ら
納
得
さ
れ
て
い
た
が
、「
下
水
」
を
は
ず
す

こ
と
に
つ
い
て
は
、
下
水
が
水
循
環
の
ひ
と
つ
の
要
素

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と

は
否
め
な
い
。「
研
究
会
」
か
ら
「
研
究
協
会
」
と
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
く
各
方
面
か
ら
会
員
・
賛
同
者
を

募
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。

「
水
循
環
文
化
協
会
」
、「
水
循
環
研
究
協
会
」
と
い
う
案

も
出
た
が
、
想
定
さ
れ
る
事
業
の
種
類
、
文
化
研
か
ら
の

継
続
性
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
水
循
環
文

化
研
究
協
会
」（
以
下
、「
水
循
環
協
））
と
し
た
。 

臨
時
総
会
で
は
、「
研
究
」
が
あ
る
と
活
動
が
制
約
さ

れ
な
い
か
と
い
う
意
見
や
、「
日
本
」
を
冠
す
る
意
図
に

つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
。
日
本
は
、
そ
こ
に
法
人
が
所

在
す
る
と
い
う
意
味
で
、
活
動
や
研
究
対
象
を
限
定
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。 

三
． 

設
立
趣
旨
書 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
同
じ
目
指
す
も
の
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
共
有

理
念
と
し
て
も
つ
集
団
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
そ
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
表
現
し
た
も
の
が
設
立
趣
旨
書
で
あ
り
、
メ
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ン
バ
ー
（
会
員
）
向
け
だ
け
で
な
く
、
外
部
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
会
の
存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
数
回
の
運
営
委
員
会
で
議
論
し
た
ほ
か
、
会
員

か
ら
の
意
見
も
反
映
し
た
。 

ま
た
、
設
立
趣
旨
書
は
、
定
款
の
第
三
条
「
目
的
」、

第
五
条
「
事
業
の
種
類
」
と
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
。 

今
回
の
改
組
の
あ
た
り
、
設
立
趣
旨
書
の
な
か
で
、
表

現
す
る
べ
き
こ
と
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 

① 

「
水
循
環
」
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
？ 

② 

文
化
研
か
ら
改
組
し
た
理
由 

③ 

改
組
後
の
達
成
目
標 

④ 

改
組
後
の
事
業
構
想 

 

①
と
し
て
は
、
自
然
の
水
循
環
、
水
循
環
と
人
と
の
関

わ
り
、
水
循
環
の
変
容
と
そ
の
要
因
、
時
代
と
と
も
に
変

化
を
続
け
る
社
会
と
水
循
環
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、

そ
の
な
か
で
水
循
環
は
「
社
会
的
共
通
資
本
」
で
あ
る
こ

と
、「
恒
常
性
（
ホ
メ
オ
シ
ス
タ
ス
）」
を
有
す
べ
き
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
循
環
の
基
本
単
位
で
あ
る

流
域
と
社
会
は
、
輻
輳
し
て
い
る
面
が
あ
り
、
流
域
、
社

会
に
関
わ
る
記
述
に
関
し
て
は
様
々
な
意
見
が
出
た
が
、

あ
る
表
現
に
対
し
て
、
解
釈
は
自
由
度
が
あ
り
得
る
と

い
う
判
断
で
、
最
終
文
案
と
し
た
。 

 

②
で
は
、
文
化
研
の
時
代
、「
水
循
環
基
本
法
」
の
制

定
に
関
与
し
た
こ
と
、
そ
の
過
程
で
「
下
水
文
化
」
か
ら

「
水
循
環
文
化
」
へ
対
象
を
広
げ
る
こ
と
の
意
義
を
見

出
し
た
こ
と
を
記
載
し
た
。 

 

③
④
で
は
、
達
成
目
標
と
し
て
、
水
循
環
の
健
全
化
と

そ
れ
を
可
能
に
す
る
社
会
の
構
築
を
掲
げ
、
そ
の
た
め

に
、
水
循
環
の
健
全
化
へ
向
け
た
行
動
を
実
践
す
る
た

め
の
諸
能
力
の
向
上
、
水
循
環
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
に

資
す
る
政
策
提
言
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
国
際
協
力
活
動
を
継
続
し
、
開
発
途
上
地
域

の
人
々
が
生
き
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
水
を
守
る
こ

と
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。 

 
 

 

次
ペ
ー
ジ
に
設
立
趣
旨
書
全
文
を
掲
載
す
る
。 
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日本水循環文化研究協会 設立趣旨書 

水は私たちの命と生活にとって最も基本となる資源であり、循環を

繰り返す。降雨、表流水、地下水、雲などの形態を繰り返す自然の水

循環は、分割不可能で包括性をもつ。そして、水循環の単位となる流

域(圏)に暮らす私たちの生活は、水循環と深く関係する。戦後、高度

経済成長と都市化が進んた時代、自然の水循環から水資源が収奪され、

膨張する都市構造は水循環の健全性をおおいに嵂ない、結果として、

水災害リスクの高まり、水質汚染、自然生態系のパランスの崩壊など

深刻な弊害をもたらした。水循環は、社会的共通資本として社会全体

で共有し、管理されるべきものであるが、流域社会は水を私的な利用

の対象とみなしてきた結果、水循環は分断され、その恒常性は脅かさ

れている。持続可能性への関心の高まり、気候変動による水災害の激

甚化、急速に進む人口減少に対応するためにも、水循環と人との関わ

りを再溝築することが求められている。こうしたなか、2014 年、水イ

ンフラ政策の縦割り、水循環の分断を克服することを意図し、水は共

有財であることを明記した「水循環基本法」が成立した。 

本会は、「下水文化研究会」として 1986年に活動を開始し、1999 年

から NPO 法人「日本下水文化研究会」として、個人や社会と下水と

の成熟した付き合い方（これを「下水文化」と呼ぶ）を通して、市民

一人ひとりの責任ある行動を促すことを意図して活動してきた。その

なかで、「水循環基本法」の制定にも深く関わってきた。今後、水循環

基本法のより適正な施行を訴え、下水文化の枠を超えて、改めて広く

水循環と人との関係（これを「水循環文化」と呼ぶ)を探求していくこ

とが必要であるとの認識から、会名称を「日本水循環文化研究協会」

と改め、活動していくこととした。               （続く） 
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四
．
定
款
の
重
要
条
項 

 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
定
款
に
お
い
て
、
と
く
に
重

要
な
条
項
は
、
第
三
条
「
目
的
」
と
第

五
条
「
事
業
の
種
類
」
で
あ
る
。
ま
た
、

第
四
条
の
「
特
定
非
営
利
活
動
の
種

類
」
は
、
法
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
）
第
二
条
「（
特
定
非
営
利
活
動
の
）

定
義
」
に
あ
る
別
表
に
掲
げ
ら
れ
た

二
十
の
活
動
か
ら
、
選
択
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
定
款
に
あ
る
「
下
水
文
化

の
振
興
を
図
る
活
動
」
は
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
あ
る
。
現
定
款
に
つ
い
て
言

え
ば
、
第
五
条
「
事
業
の
種
類
」
に
お

い
て
、
国
際
協
力
事
業
は
あ
げ
ら
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇

年
以
上
に
わ
た
っ
て
海
外
活
動
を
実

践
し
て
き
た
こ
と
も
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

改められた会の名称のもと、次のような活動を展開していく。まず、

水循環の健全化へ向けた行動を実践するための諸能力の向上を図るた

め、社会学習の機会をつくりたし、自然水循環の諸相における健全性、

再溝築された水と人との関係をベースとした流域社会のあり様に関す

る議論を深めていく。こうした議論を踏まえて、水循環に関わる多様

な関係者からなる「人の輸」を動かし「水の輸」を形成するとともに、

市民と協働し、水循環再生や自然と共生する社会の構築に向け、主体

的に行動していく。さらに、水管理に関する諸制度の整備・拡充、水

インフラへの新たな役割の付与など、水循環管理に関わるガバナンス

の向上に資する政策提言を行っていく。 

国内ばかりでなく、開発途上地域での水と衛生分野の国際協力活動

として、飲料水の安全性を確保し、下痢症等の感染リスクを制御する

ことを目標とする活動実践を継続する。こうした活動の視廛として、

コュニティをとりまく身近な水循環・資源循環を重視する。今後は、

現地の能力開発を目指すとともに、これまでの経験を国内にもフィー

ドバックすることを念頭に、人口減少下の日本社会における水・衛生

インフラの分散管理などに知見を反映させていく。 
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で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
助
成
機
関
か
ら

こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
定
款
変
更
案
を
、
一
月
の
臨
時
総
会
に
諮

り
、
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、

改
組
後
の
事
業
構
想
を
練
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
会
員
拡
充
活
動
を
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、
改
正
定
款

の
会
員
各
位
か
ら
の
承
認
は
、
改
組
に
お
け
る
重
要
な

ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。 

 

前
に
も
述
べ
た
が
、
定
款
変
更
認
証
申
請
は
、
二
カ
年

の
事
業
計
画
と
と
も
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
所
轄
庁
に
は
毎
年
事
業
報
告
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
事
業
報
告
が
滞
っ
て
い
て
は
、
定
款
変
更

の
受
付
ど
こ
ろ
で
は
な
い
は
ず
な
の
で
、
定
例
総
会
終

了
後
、
事
業
報
告
、
役
員
変
更
届
等
を
済
ま
せ
た
後
、
東

京
都
へ
、「
定
款
変
更
認
証
申
請
」
書
を
郵
送
に
て
提
出

し
た
。
こ
の
申
請
で
は
、
臨
時
総
会
に
諮
っ
た
改
定
定
款

に
よ
っ
て
申
請
し
た
。
そ
の
後
、
次
の
指
摘
を
電
話
で
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

⚫
 

第
三
条
「
目
的
」
で
、
対
象
者
が
明
示
さ
れ
て
い

な
い
。 

⚫
 

第
五
条
で
掲
げ
た
事
業
の
種
類
の
う
ち
、
第
三
条

で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。 

⚫
 

第
五
条
の
活
動
で
重
複
す
る
と
読
み
取
ら
れ
る

も
の
が
あ
る
。 

ま
た
、
事
業
計
画
に
お
い
て
、
第
五
条
で
あ
げ
た
事
業

の
種
類
の
記
載
方
法
で
訂
正
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し

た
指
摘
か
ら
、
定
款
の
記
述
は
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
は
な

く
、
記
述
す
べ
き
事
項
や
記
載
方
法
が
、
か
な
り
規
定
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。 

第
三
条
、
第
五
条
、
事
業
計
画
書
を
書
き
改
め
、
東
京
都

の
担
当
部
署
に
持
参
、
そ
こ
で
再
確
認
を
受
け
、
タ
イ
プ
ミ

ス
の
指
摘
、
事
業
計
画
書
に
あ
げ
た
事
業
を
記
載
す
る
に
あ

た
り
、
定
款
五
条
に
あ
げ
た
事
業
の
種
類
の
順
に
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
直
ち
に
訂
正
、
再
提
出
し
た
。
そ

の
後
は
、
句
読
点
の
抜
け
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
八
月
に

入
っ
て
よ
う
や
く
受
理
さ
れ
た
。
最
終
的
に
提
出
し
た
第
三
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条
、
第
五
条
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
。 

五
．
そ
の
他
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト 

 

今
回
、
前
項
で
述
べ
た
重
要
条
項
に

加
え
て
、
い
く
つ
か
の
点
で
定
款
を
変

更
し
た
。 

会
員
制
度 

 

会
員
制
度
で
は
、
賛
助
会
員
と
し
て
、

企
業
等
と
は
別
枠
で
市
民
団
体
が
入
会

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
は
、
水
循

環
基
本
法
を
動
か
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

主
催
し
て
き
た
「
水
循
環
基
本
法
を
「
動

か
す
」
国
民
協
議
会
」
に
参
加
し
て
い

た
団
体
の
受
け
入
れ
、
今
度
の
活
動
の

重
点
と
し
て
、
市
民
団
体
と
の
協
働
を

視
野
に
入
れ
た
い
と
の
意
図
か
ら
で
あ

っ
た
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
賛
助
会
員
各
位

か
ら
は
賛
助
会
費
を
い
た
だ
き
な
が
ら

（ 目 的 ）  

第 三 条  本会は、広く一般市民を対象として、国民の共有財である

水が社会にもたらす恵沢を増進するため、健全な水循環の再生・維持、

水循環文化の普及啓発、継承を図るとともに、水循環管理の向上を促す

政策提言、国内で得られた知見を世界に広げる活動を行い、もって公益

の増進に寄与することを目的とする。 

（事業の種類） 

第五条 本会は、第三条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る

事業として、次の事業を行う。 

一 水循環の健全化に関する社会教育事業 

二 水循環の健全化に関する調査研究、情報発信事業 

三 水循環文化の普及啓発事業 

四 水インフラに関わる近代化遺産の文化財登録事業 

五 水循環管理の向上に関わる政策提言事業 

六 開発途上地域での水と衛生に関わる国際協力事業 

七 その他この法人の目的達成のために必要な事業 

第五条  
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議
決
権
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
賛
助
会
員
と
な
っ
て

い
る
企
業
、
団
体
に
所
属
す
る
個
人
を
対
象
に
特
別
会

員
制
度
を
設
け
た
。
会
費
は
、
正
会
員
よ
り
も
低
額
に
抑

え
、
入
会
し
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
賛
助
会
員
と
な
っ
て

い
る
企
業
等
に
謝
意
を
表
し
た
い
と
考
え
た
。
特
別
会

員
の
権
限
に
つ
い
て
、
臨
時
総
会
議
案
書
の
段
階
で
は
、

役
員
に
選
任
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
臨
時
総
会

ま
で
の
事
前
の
議
論
で
そ
れ
も
可
能
と
し
、
特
別
会
員

は
正
会
員
と
同
じ
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
う
え
で
の
「
社
員
」

と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。 

役
員
・
会
議
の
名
称 

 

従
来
、
本
会
を
代
表
す
る
役
員
を
運
営
委
員
会
代
表

と
し
、
運
営
委
員
会
委
員
を
も
っ
て
法
に
基
づ
く
理
事

を
み
な
す
（
第
一
三
条
）
と
し
て
き
た
が
、
代
表
者
を
理

事
長
、
運
営
委
員
会
委
員
を
理
事
、
運
営
委
員
会
を
理
事

会
と
変
更
し
た
。
理
事
長
や
、
理
事
会
と
い
う
こ
と
ば
は
、

多
く
の
条
文
で
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
条
文
が
変
更
対
象
に
な
る
と
い
う
大
が
か
り

な
定
款
変
更
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
各
理
事
に
は
、
で
き
る
だ
け
担
当
責
任
を
明
確

に
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
第
一
七
条
・
四
項
で
、「
理

事
長
は
、
副
理
事
長
あ
る
い
は
理
事
に
、
理
事
会
の
議
決

に
基
づ
き
、
特
定
の
職
務
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

こ
と
と
し
た
。 

リ
モ
ー
ト
会
議
・
評
決
の
規
定 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
密
集
を
避
け
る
た
め
、
多
く
の
会
議
が

リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
会
で
は
、

そ
れ
を
認
め
る
規
定
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
総
会
、
理

事
会
に
お
い
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
出
席
、
表
決
等
が

認
め
る
ら
れ
る
よ
う
、
第
二
七
条
、
二
九
条
、
三
六
条
、

三
七
条
の
改
正
を
行
っ
た
。 

六
．
事
業
計
画
書
・
活
動
予
算
書
の
提
出 

 
重
要
な
定
款
条
項
の
変
更
認
証
を
申
請
す
る
に
あ
た

り
、
申
請
の
当
該
年
度
を
含
め
て
、
二
カ
年
度
分
の
事
業
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計
画
書
・
活
動
予
算
書
の
提
出
が
必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
、

定
例
総
会
で
そ
の
承
認
を
求
め
た
。 

 
事
業
計
画
書
で
は
、
各
事
業
が
定
款
第
五
条
に
あ
げ

た
事
業
の
種
類
一
～
六
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
を
明
記
し

な
け
れ
ば
な
ら
す
、
さ
ら
に
、
第
五
条
に
あ
げ
た
事
業
の

種
類
（
七
を
除
く
）
が
す
べ
て
事
業
計
画
に
あ
が
っ
て
く

る
こ
と
が
要
件
に
な
る
。
各
事
業
を
一
～
六
の
ど
れ
か

ひ
と
つ
に
仕
分
け
す
る
こ
と
に
は
、
違
和
感
・
抵
抗
を
感

じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
認
証
を
得
る
た
め
と
い
う

こ
と
で
割
り
切
る
こ
と
と
し
た
。 

提
出
し
た
事
業
計
画
書
、
活
動
予
算
書
の
フ
ォ
ー
ム

は
、
毎
年
提
出
し
て
い
る
事
業
報
告
と
同
様
で
あ
る
。
本

会
で
は
、
議
案
書
用
に
こ
れ
ら
を
作
成
し
、
総
会
後
、
東

京
都
の
フ
ォ
ー
ム
に
書
き
直
し
、
事
業
報
告
書
を
提
出

し
て
き
た
が
、
今
後
は
、
議
案
書
に
お
い
て
も
事
業
報
告

フ
ォ
ー
ム
で
作
成
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
を
図

り
た
い
。
こ
の
場
合
、
決
算
、
予
算
と
も
事
業
費
と
管
理

費
に
分
け
る
こ
と
、
実
施
し
た
（
す
る
）
事
業
ご
と
の
事

業
費
集
計
と
費
目
別
集
計
が
求
め
ら
れ
る
。 

 お
わ
り
に 

 

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ほ
ど
の
事
務
的
業
務
が
発
生
し
た

こ
と
は
、
文
化
研
の
法
人
化
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
名
称
な
ら
び
に
定
款
の
変
更
が
認
証
さ
れ

た
後
は
、
登
記
や
金
融
機
関
へ
の
変
更
手
続
き
が
続
く
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
質
と
事
務
的
な
諸
手
続
き
は
、
あ
ま

り
関
係
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
活
動
の
継
続
、
そ
の

た
め
の
資
金
の
獲
得
に
お
い
て
も
不
可
欠
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
事
務
を
専
任
す
る
人
員
を
確
保
で
き
な
い

以
上
、
誰
し
も
が
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
緯
を
記
録
に
と
ど
め
、
多
く

の
当
事
者
・
関
係
者
と
共
有
す
る
こ
と
と
し
た
。 


